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▌拡張現実とは？

拡張現実（かくちょうげんじつ）とは、現実環境にコンピュータを用いて情報を付加提示する
技術、および情報を付加提示された環境そのものを指す言葉。

バーチャルリアリティと対を成す概念。強化現実とも呼ばれ、現実の環境（の一部）に付加
情報としてバーチャルな物体を電子情報として合成提示することを特徴とする。

合成提示される電子情報はアノテーションと呼ばれる。アノテーションは現実環境中の特定
の物体に関する説明や関連情報を含み、説明対象となる実物体近くに提示されることが
多い。このため、拡張現実を実現するための技術として使用者が対象を観察する位置など
現実環境の情報を取得する技術が基礎技術として重要視されている。

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%8B%A1%E5%BC%B5%E7%8F%BE%E5%AE%9F

「Wikitude」。スマートフォンを通して
見た風景上に、その場所に関する
情報がオーバーレイされる

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%8B%A1%E5%BC%B5%E7%8F%BE%E5%AE%9F


▌拡張現実（Augmented Reality）とは？
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現実環境に 情報を付加提示する
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▌ＳＦ世界が現実化…「ＡＲ」関連１５銘柄 覚えておいて損はない

http://www.zakzak.co.jp/economy/investment/news/20110217/inv1102171300001-n1.htm

2011.2.16 夕刊フジ5面

http://www.zakzak.co.jp/economy/investment/news/20110217/inv1102171300001-n1.htm


▌日本ユニシスの実験内容

2009年度 東京都「東京ユビキタス計画・銀座」公募実験
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銀座の実証実験フィールドを使った技術検証（ハンズフリー機器との接続）とビジネス検証（観光支援・店舗情報配
信の事業検証）を行う。AR（Augmented Reality:拡張現実）技術の一つとして研究開発を進める。

・ICタグ
・赤外線マーカ
・無線マーカ

外部リーダ

マルチリーダ スマートフォン
iPhone 3GS

情報サーバ

観光情報・店舗情報
・Wikipedia
・HotPapper
・Twitter
・YouTube
・画像解析

緯度・経度
住所
名称

コンテンツ
・テキスト
・音声

bluetooth
動画

メガネ型
ディスプレイ

・QRコード

観光名所・ランドマーク

カメラ

カメラ

GPS

イヤホン

タッチ
パネル

音声・音楽

ライブ
ビュー

時代・地図

リスト
文章

クラウド

※日本ユニシスの技術実証実験



▌拡張現実で三次元空間を探索するアトラクション

2009年度 目玉おやじロボットを用いたデジタル妖怪探し

All Rights Reserved,Copyright © 2011 日本ユニシス株式会社6

拡張現実は、映画やアニメで描かれているだけ
ではなく、現実社会でも製造分野などでの活用
が始まっており、今後広くビジネスに適用されて
いくと見込まれる。
今後、本サービスが地域観光の特色として位置
付けられることを目標に、国内観光のみならず
訪日観光でのサービス化を目指す。

※日本ユニシスの技術実証実験



▌パーミッションコントロール実証実験

2008年度 「秋葉原実証フィールド」実証実験

来店者の目的や期待と飲食店の提供するサービスに不一致がある状況を「サービスの
ミスマッチ」と呼び、それを解消することでメイドカフェの来店者とリピーターを増加させる。
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※日本ユニシスの技術実証実験



▌同じ駅にいる人でも、状況に応じて異なる振る舞い
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電車 徒歩

駅
徒歩

電車

電車降りた時の
アプリを自動起動

電車に乗る時の
アプリを自動起動

2010年度：加速度センサーによる状況認識

※日本ユニシスの研究テーマ



▌音声入出力による情報検索（検索エンジンの選択）
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ラーメン
食べたい

「ラーメン 食べたい」

・HotPapper
・GoogleMaps
・Yashoo路線
・Wikipedia

・Google検索

幸楽が
おすすめ

音声認識 文字列解析 対象コンテンツ取得 音声合成

「○○ 食べたい」 HotPapper検索（現在地点より2km以内）
「×× 案内して」 GoogleMapsの歩行者ルート検索（現在地点から目的地まで）
「△△ 行きたい」 Yahoo路線で電車経路検索（最寄り駅から目的地まで）
「□□ 教えて」 Wikipediaを検索
それ以外 Google検索

2010年度：音声認識、コンテンツの選択

※日本ユニシスの研究テーマ
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▌セカイカメラ
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頓知・（トンチドット）のARインターフェース「セカイカメラ」
2008年の米国有数のベンチャーコンテスト「TechCrunch50」で大きな話題をさらった

セカイカメラは現実世界をクリッカブルにし、現実空間を見れば、新しい付加情報を見たり、書き込むこ
とができるデバイスとなる。エアタグ、エアフィルター、エアポケット、エアシャウト、エアメール機能あり



▌セカイカメラのプラットフォームモデル
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2010/3/4  BOOTSTRAP 1.0  

Sekai Camera : Open Air for Publishers



▌Layarのコンテンツストアモデル
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2010/5/11  マイコミジャーナル



All Rights Reserved,Copyright © 2010 日本ユニシス株式会社

▌ビジネスモデル案 （売上試算）
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クラウド

利用者

無償版（実証実験モデル）

企画や見せ方の面白さ・新しさを利用者に提供する。
利用者を獲得するフェーズ。
（セカイカメラは公開から4日間で10万ダウンロード(DL)達成)
売上金額：0円

観光情報 観光情報

クラウド

利用者

観光店舗
歴史情報

観光店舗
歴史情報

利用料

利用者課金版（サービスモデル）

豊富な情報を利用者に提供する。価値ある情報を届ける。
(Layarは累計160万DL。AP無料、有料コンテンツも配信）
売上金額：AP利用料=300円 x 10万DL = 3,000万円

コンテンツ利用料=100円 x 1万人 x 10種類 = 1,000万円

利用者

広告媒体 観光情報
店舗情報

広告料
飲食料

事業者課金版（Googleモデル）
事業主から店舗情報を入手し、利用者へ観光情報と合わせて配信。
事業主から広告料を頂く。利用者は飲食代や宿泊代として課金
(Hotpapperは1/18ページで5万円。Yahooグルメは52,500円/年)
売上金額：広告料=5万円 x 100店舗 = 500万円/年事業者

利用者

有益情報
キャラクタ

有益情報
キャラクタ

情報流通課金版（Appleモデル）
コンテンツホルダと利用者の間を仲立ちし、利用料の仲介をする。
コンテンツストアとしての機能を有する。
(Appleは有料アプリの30%を配信手数料としている)
売上金額：コンテンツ利用料=100円 x 1万人 x 10種類 x 30%

= 300万円
コンテンツホルダ

利用料コンテンツ料

※さらに、複数のモデルを組合わせたハイブリット版も検討する必要がある

※日本ユニシスの新サービス案



All Rights Reserved,Copyright © 2010 日本ユニシス株式会社

▌ARプラットフォームの機能分解（案）

観光客・街歩き
（利用者）

観光地・商店街
（事業者）

入力

ARプラットフォーム
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企画 面白さ・新しさ
アイデア出し

コンテンツ
収集、管理

API
収集

運用

テスト

開発 位置測定
(GPS、WiFi)

方位測定
(方位磁石)

傾き測定
(傾きセンサ)

課金(利用者、
事業者)

貸出作業
盗難・破損

文章表示
音声合成

動画再生
音楽再生

写真表示
つぶやき表示

音声認識画像認識
（建物、QR）

外部機器連携 外部サーバ連携

タッチパッド
操作

振動
挙動

テストツール

ダミーデータ

リンク切れ確認
企画意図確認

著作権
版権

通信・混信

電池寿命

広告・宣伝
利用者口コミ

地図・古
地図表示

広告主・市場調査

出力

貸出

課金

コンテンツ更新

課金

課金

連携

貸出

提供

※日本ユニシスのプラットフォーム案
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▌拡張現実（AR）による新たな市場形成と新たな課題
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1995年のWindows95とIE、2005年のWeb 2.0、2010年のiPhoneとARの関係

開発者
デジタル
デバイド

発信者 消費者

SIer 企業 従業員・個人ベンダ

製品
販売元

現実空間仮想空間

開発者
Web2.0
デバイド

発信者 消費者

SIer 企業・個人 従業員・個人クラウド

基盤
提供

組合せ

マッシュアップ

返信者

コメント・トラバ

開発者
Real2.0
デバイド

発信者 消費者

SIer 企業・個人 従業員・個人クラウド

基盤
提供

組合せ

マッシュアップ

返信者

コメント・トラバ

？
AR Commons

A
R

時
代

W
eb

2.

0
時
代

ネ
ッ
ト
時
代

・人材、職業：ARデザイナ、ARクリエイター
・ビジネス：AR通販、AR商店街、ARゲーム、AR友達
・サービス：AR検索、AR広告

・安全・安心：ARスパム、ARウィルス、
ARセキュリティ、
AR炎上、ARつかれ

・行政：AR戦略会議、AR法、AR税
※日本ユニシスの予測
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▌2015年のスマートフォンとクラウドの関係（想定）
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2010
年

2015
年

! ?

※日本ユニシスの研究コンセプト

クラサバ

シン
クライアント

端末の
仮想化

サーバの
仮想化

日本ユニシスが考える拡張現実の将来像



▌「ハードウェアのソフトウェア化」
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2010年 2015年

必要な
アプリ

必要な
データ

サービス

必要な
ハード
ウェア

必要な
センサ

必要な
アプリ 必要な

データ
サービス

スマートフォンが必要な時に必要なだけアプリやデータ・サービスを組合せることができるように、
ハードウェアがソフトウェア化すると必要なハードウェアやセンサを自在に組合せできるようになる。

アプリ
連携

マッシュアップ

★ハードウェアの
ソフトウェア化

※日本ユニシスの研究コンセプト

日本ユニシスが考える拡張現実の将来像

電子工作



▌ヒューマンインタフェースの再発明
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2015年 2015年

車や家などいままでネット化されていなかったモノが情報やりとりすると、人とのUIはどうなるか？
情報家電などとのコミュニケーションやリモコンのために人型ロボットを執事のように使えないか？

Smart Car
Electric Vehicle

Smart Grid
Smart House

家電 ケータイ 照明・空調
人型

ロボット

ロボットの
指示

コミュニケーション
センシング

Internet of Things
Cyber-physical

※日本ユニシスの研究コンセプト

電子工作

日本ユニシスが考える拡張現実の将来像



▌他社の先端技術・研究紹介（１）
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NTT Docomo「体温ハート」
体温・鼓動・心理状態を遠隔地の恋人に伝える仕組み

ALPS「車載用インタフェース」
バックミラーをAR風に改造

富士ソフト「ヒューマノイドPALRO」
歩く・見る・聞く・知ることができるホームユースロボット

インテル
「ディスカッション
テーブル」

パソコン、デジカメ、
手書き(紙)の情報も
瞬時に取り込む

参考資料



▌他社の先端技術・研究紹介（２）
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米国IOTA社「FLEX」
タッチパネルもボタンもない携帯電話

大日本印刷「スマートジャケット」
スポーツやレジャーで電子マネー決済を容易に

米国MIT Media Lab「LuminAR」
カメラとプロジェクタを用いた卓上型の拡張現実

テクノ手芸部「テクノ手芸」
電子工作と手芸を組み合わせたあたらしいクラフト

参考資料



▌タッチド・エコー - ドイツのドレステンの空爆を再現するAR
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参考：http://garylabnews.blogspot.com/2011/01/ar.html

参考資料

http://garylabnews.blogspot.com/2011/01/ar.html


「インフォメーションハーベスティング」は、いままで電源や通信網がないために取得することが困難であったデータを、μWクラスのエネルギーハ
ーベスティングとセンサーを活用し収穫・集約することで、新たな価値ある情報を創り出し提供するコンセプトである。例えば、モノや人がどこに
どれだけあり何をしているかといったデータを収穫し、それらの微細なデータを集約することで、そこで必要とされている物資や不足している人
材を推測し新たな情報として加工する。日本ユニシスが、この新たな情報を事業者に提供するサービス型ビジネスを展開することにより、小売
や運送などの事業者がその場所や人に不足物資や人材を供給することを可能にする。
このコンセプトを実現するためには、データの収穫媒体、データを集約・提供するためのネットワーク、集約したデータを取捨選択し価値ある情
報へ加工する、といった技術を組み合わせること、多くの利用者に使われ普及することが必要となる。本研究では、上記の技術を研究・開発

することが目標である。

CEP

環境
発電

人体
通信

情報提示状況把握

情報共有

新たな
価値ある情報

提供

情報共有する
ソーシャルメディア
（フリーミアムで提供）

新コンセプト：
インフォメーション
ハーベスティング

過不足の場所で
事業を展開可能

データの
収穫・集約

利用者利用者

事業者

日本ユニシス

新たな価値ある
情報を提供する
サービス
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http://www.tyzoh.jp/community/nakagawa/2011/05/18_150540.html

▌インフォメーションハーベスティング

日本ユニシスが考える拡張現実の将来像（コンセプト）

http://www.tyzoh.jp/community/nakagawa/2011/05/18_150540.html



